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眼科機器飛沫予防について 

１）細隙灯顕微鏡用遮蔽対策について評価等は行っておりませんが、以下ご参考です 

① ラミネートフィルム（B5 判）穴を開けて加工 

 

 

 ラミネートフィルム加工後、加工した穴に取り付けて下さい。 

２）ノンコンタクトトノメーターについても評価等は行っておりませんが、以下ご参考です 

ラミネートフィルム（A４判×２枚）を加工 

  
 ラミネートフィルム加工後、２枚をテープ等で引っ付けて取り付けて下さい。 

 



 
その他参考事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）機器本体の外装カバー、コントロールパネル、その他の清掃について 

①推奨の溶剤 

消毒用エタノール（消毒用エタノール同等の工業用 77%エタノール） 

又は 次亜塩素酸水（商品名:ジアクリア） 

 

 ※上記推奨の溶剤であれば、以下部品について、耐用期間 8 年分の加速試験を実施致しまして 

各部品の変形・変色及び亀裂はないと思われ、使用は問題なしと判断致します。 

（社内浸漬評価試験:1 日 30 回拭く事を想定した加速試験） 

 

 ※なお、一部問い合わせがございます UV 照射装置による UV 照射は、本体カバー（ABS 樹脂）を 

含め、劣化の可能性があるため、使用禁止とさせて頂きます。 

 

 ②消毒・除菌が必要と想定される箇所: 

・ 額当て（材質:シリコーンゴム） 

・ 本体カバー部/あご受け（材質:ABS） 

・ あご受け部ピン（材質:ポリアミド樹脂） 

・ タッチパネル部 

 

※ノズルユニット除菌・消毒対応 

ノズルユニット部については、眼圧測定窓・測定ノズル及び内部のガラスを除菌・消毒対応を実施して頂きますようお願い致

します。 

尚、クリーニングによるノズルユニット部への経時変化等の影響については、今後順次、検証を進めて参りますが、本内容は、

コロナウイルスにより現場市場での緊急対応として、ご連絡させて頂きます事、ご了承願います。 

 

③対物レンズクリーニングには取り扱い説明書推奨の溶剤を使用して頂き、消毒用エタノールや 

次亜塩素水の使用は、レンズへの吹き残りによりキズの発生を招くので使用しないでください。 

  

 



 
   ※ご参考:取扱説明書によるレンズクリーニング方法 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
※ご参考:ノンコンタクトタイプトノメータ 測定窓・ノズル清掃方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


